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例  言

1 本書は交野市教育委員会が平成 23年度国庫補助事業 (事業総額 1,000,000円  国庫補助率 50%

市負担率 50%)と して計画・実施した交野市内における埋蔵文化財発掘調査の概要報告である。

2 調査次数番号は、遺跡ごとに確認調査・立会 。本発堀調査を一括し、その実施順に調査次数番号

をつけ、遺跡名・年度 。次数の順番に示す (森遺跡 2011-3次 など)。

3 発掘調査及び本書の編集・執筆は、交野市教育委員会社会教育課文化財係 吉田知史が行つた。

凡  例

1 遺構実測図の方位は、全て磁北を示す。

2 使用 した標高は、東京湾平均海水位 (T,P.)か らのプラス値であり、「T,P.+」 を省略して示 した。

3 本書の断面図の上色注記は、『新版標準土色帖』2010年版にもとづいて示した。
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平成 23年度交野市埋蔵文化財発掘 査概要

1.交 野市と市内の埋蔵文化財包蔵地の概要

(1)交野市の位置 と環境

交野市は、大阪府の北東部に位置する市で、昭和 30(1955)年に星田村と合併した交野町を前身

として、昭和 46(1971)年に市制を施行した。市の面積は25.55平方キロメー トル、人口は平成 23

年 1月 末現在で78,832人 に及ぶ。北は枚方市、西は寝屋川市、南は四條畷市、東は奈良県生駒市に

接する。また、大阪市、京都市、奈良市から約 20 kmの 中間地に位置すること

でも知られる。市の東部から南部には、花蘭岩類により構成 された交野山地

が位置し、その麓に沖積層 と洪積層により形成された平野部が広がる。市域

の西部から寝屋川市域に流れる傍示川を除くと、交野山地から平野部へと注

ぐ川は淀川水系の天野川へと集約される。近年の開発の進展の中でも、市域

には豊かな緑と田畑が残 された田園住宅都市である。

①
大阪府交野

(2)交野市内の周知の埋蔵文化財包蔵地

前身の交野町時代から、郷土史家の活動により、旧石器時代から縄文時代の遺跡 として知られる交

野山麓の神宮寺遺跡をはじめとして、中世の平城の痕跡を明瞭に残す私部城跡、古墳時代後期の寺・

倉治古墳群など、市域に残る多くの遺跡の存在が知られてきた。

その後、市域の開発が進展 したことに伴い、記録保存のための発掘調査数が増加 し、古墳時代の鍛

冶生産遺跡である森遺跡など、これまで認識 されてこなかつた地中の遺跡の内容が明らかにされた。

この他にも、府立交野高校建設に伴い発見・調査された交野車塚古墳群、小学生により上器が採集さ

れたことをきつかけとして著名になつた森古墳群など、古墳時代の遺跡が広く知られることとなつた。

近年では、市の中心部を北束から南西方向に横断する第二京阪道路の建設に伴い、東倉治遺跡、倉

治遺跡、有池遺跡、上私部遺跡、私部南遺跡、上の山遺跡、平池遺跡で広大な面積の発掘調査が行わ

れた。これまで不明な点が多かったこれらの遺跡の調査により、旧石器時代から中世まで、交野市の

歴史を考える上で重要な成果が数多く挙げられ、市域の周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲が大きく拡大

されることになった。このような発掘調査等の成果により、第 2図に示したように数多くの周知の埋

蔵文化財包蔵地の存在が明らかにされてきた。それでも大規模な開発を免れてきた地域も多く、今後

の開発に伴い、その数 と範囲が拡大される可能性がある。
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2.文 化財保護法にもとづく届出・通知

(1)文化財保護法にもとづく届出の受理状況

第 1表に、平成 23年 4月 1日 から平成 24年 2月 29日 までの間に受理した文化財保護法第 93条の

届出と94条の通知の件数を、遺跡 ごとの工事 目的と処置の内訳 とともに示 した。件数は 124件 と、

平成 22年度の 99件に比べて増加 している。工事 目的の内訳をみると、分譲住宅・個人住宅および宅

地造成が大半を占める。この傾向は数年継続 してお り、引き続き増加 していく模様である。

(2)対処状況

文化財保護法にもとづ く届出・通知について、大阪府における開発事業等にともなう埋蔵文化財の

取扱い基準に従い、慎重工事・立会調査 。発掘調査を実施 した。個人・分譲住宅建設とそれに伴 う宅

地造成においては、地中の遺跡への影響が少ないものも多く、届出件数の増加がそのまま発掘調査数

の増加にはつながつていない状況にある。確認のための発掘調査を実施 したものについては、次に概

要を述べる。

第 1表 平成 23年度の届出・通知の件数および内訳
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2 セヽデ遺跡

益野郡衛跡 1 1( 1

8 弘部城跡 1と

弘部城遺跡 l

3 舞養寺跡 l

4 訂治遺跡 1

5 穏倉治遺跡 1

8 申宮寺遺跡

欲部南遺跡 1

条遺跡 1 1と 1

て田神社遺跡

釘池遺跡

焉場遺跡

塾田駅北遺跡

牛殿垣内遺跡

方領遺跡 1 1 1

煮高野街道

≧の森遺跡 1

上の山遺跡

合 計 3 1 7(



3.平 成 23年度実施の試掘・確認調査

(1)確認調査 と試掘調査

第 2表に周知の埋蔵文化財包蔵地内で実施 した発掘調査 とその内容を記すとともに、各遺跡の調査

地位置図、及び調査区平面 。断面図を示した。なお、第 1表に示 した発掘調査の数と、実施された確

認調査数が一致しないのは、届出・通知がなされた後に、開発が中止・延期されたため、確認調査が

未実施 となつているものがあることによる。

第 2表 平成 23年度の試掘・確認調査一覧

No 調査期間
還 崎 名 ・

誦 杏 な 豹
調査地住所

調査 向積
掘浄1深庁

内容・図版掲載頁

1

平成 23年
4月 11日 ～

4月 24日

東倉治遺跡
2011-1久

東倉治 4丁 目

2213--1、  2、
4

29.1ピ
G.L.-3.Om

第 6調査区掘削土中から弥生土器片が

発見されたほか、南側斜面で確認 された

土壌化層が確認 された。発掘調査・立会

を実施する必要がある (5頁 )。

2
平成 23年
4月 13日 ～

6月 25日

試掘
2011-1次

私部 7丁 目
2474、  2482

L型擁壁施工部等で、主に古代か ら中

世の遺構 。遺物を検出した。概要は 4章
に記す (10。 11頁 )

3
平成 23年
4月 20日 ～

7月 28日

私都城跡
2011-1次

私部 6丁 目
1716他

城の郭が破壊 される範囲について記録

保存調査を実施 した。概要は 5章に記す

(12・ 13頁 )。

4
平成 23年
6月 14日

私部城跡
2011-2次

私部 6丁 目
1729-4、
1738の一部

6.6だ
G,L.-0。 7m

重機掘削を行い、現地表下 0,3m以 下で、

瓦器椀片等の混 じる層 と、弥生土器を含
むピットを確認 した。私部城跡 2011-
7次調査 として本発掘調査を実施 した。

概要は 6章に記す。 (14頁 )

5
平成 23年
9月 15日

私都城跡
2011-5次

私部 6丁 目

1673-1、
1674--4

6.3∬
G.L.-1.2m

重機掘削 し現地表下 0,4m以 下で、地

山層を確認 した。遺構・遺物は確認 され

なかった。 (6貢 )

6
平成 23年
10月 4日 ～

10月 6日

私部城跡
2011-6次
私部城遺跡
2011-1次

私都 6丁 目
1745、  17461互

7.7だ
G.L.-1.Om

重機掘肖Uを行い、旧耕作土上に盛上を

行っていることを確認 した。明瞭な遺構 。

遺物は確認できなかったが、L型擁壁設

置などにより、中世の城跡を破壊する可

能性が高い部分については、別途発掘調
査を実施 したぃ (7貢 )

7
平成 23年
10月 11日

有池遺跡
2011-1次

青山 3丁 目

431--1
14.0∬
G.L.-0.9m

現地表下約 0.4m(T,P.+28.5m付 近 )

以下で中世の遺物および畦畔とみ られる

遺構を確認 した。原因者負担により、本

発掘調査を実施 した。 (8頁 )

8
平成 23年
10月 17日

交野郡衛跡
2011-5次

郡津 2丁 目
1332-8他

7.3だ
G.L.-1.2m

重機掘削し、旧表土層及び、自然堆積

層を確認 した。遺構・遺物は検出されな

かつた。 (9貢 )

9
平成 24年
1月 16日 ～

2月 24日

交野郡行跡
2011-8次

郡津 1丁 目
269-24L

1.1ピ
G.L.-0.6m

明確な遺構は確認 されなかつたが、奈

良時代前後の遺物を含む土壌化層を確認
した。概要は 7章で記述する。(16・ 17頁 )
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第 2調査区 南壁断面図

極細砂 (下部)～粗砂 (上部)

5Y7/2灰 白 極細砂～シル ト
75Y6/2灰 オリーブ 細砂～極細砂
5Y8/2灰 白 中砂 (下都)～粗砂 (上部)

5Y8/3淡 黄 極粗～粗砂
7 5YR5/6明 褐 礫混シル ト 極粗砂が間に入る
10YR4/3に ぶい黄褐 礫混シル ト 極粗砂が間に入る
10Y6/1灰  中砂と粗砂の互層 ラミナ明瞭
7.5Y6/1灰  中～細砂
75Y7/1灰 白 極粗砂 (上部)～中砂
25Y6/8明 赤褐 極粗砂
10YR4/3に ぶい黄褐 礫混砂質シル ト
25Y7/4浅 黄 礫混中砂質シル ト
75Y6/2灰 オリーブ 細砂質シル トブロック混極粗～粗砂
75Y7/2灰 白 シル トブロック混中砂
10Y8/1灰 白 極粗砂 (ラ ミナ)

10YR6/1灰  粗砂～中砂
5Y6/1灰  礫混中～粗砂
5G5/緑灰 極粗砂質シル ト

第 5図 東倉治 2011-1次 断面図
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第 3図 東倉治 2011-1次 位置図
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第 7図 私部城跡 2011-5次 位置図

東壁断面

南壁断面

25 0m

25 0m

1 5Y7/2灰 白 粗・中砂 【表土】
2 5Y3/2オ リーブ黒 φ～3cmの石多く混
3 10YR6/8明 黄褐 白色礫混砂質シル ト【整地上】
3-2 10YR6/8明 黄褐 礫混粗砂質シル ト
4 10YR5/6黄 褐 シル ト混粗～極粗砂 (ラ ミナ層状)【 自然堆積】
5 10YR5/6黄 褐 シル ト混粗～極粗砂 (ラ ミナ ?)
6 10YR6/6明 黄褐 極粗砂質シル ト ゅ～3c五の石多く混
7 10YR5/8黄 褐 極粗～粗砂シル ト混
7-225Y6/6明黄褐 中～細砂 25Y7/3浅 黄 細砂～シル トブロック混

第 8図 私部城跡 2011-5次 断面図
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1 25Y3/3暗オリーブ褐 シルト混粗砂 【表土】
2 25Y5/6黄褐 礫混粗砂質シルト【旧耕作土】
3 5Y5/2灰オリーブ 礫混粗砂質シルト【旧耕作土】
4 5Y5/1灰 礫混極粗砂質シルト【旧耕作土】
5 25Y7/1灰 白 極粗砂 【旧耕作上?】

Om

刊 2.5Y3/3暗 オリーブ褐 シルト混粗砂 【表土】
2 10YR5/6黄褐 礫混粗砂質シルト【旧耕作土】
3 10Y4/1灰 細砂質シルト【旧耕作土】
4 75Y5/1灰  礫混粗砂質シルト【旧耕作土】
5 25Y5/4黄 褐 礫混極粗～粗砂質シルト【旧耕作土 ?】

第 9図 私部城跡 2011-6次 。私部城遺跡 2011-1次 平面図

第 3調査区 西壁断面

―
 柳

＼
＼

＼ ＼
＼

＼

＼
＼

-6次 。私部城遺跡 2011-1次 断面図
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の推定ラ
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第3調査区

第 12図 有池遺跡 20H-1次 平面図

第3調査区 北壁断面第 3調査区 西壁断面

司 25Y3/1黒褐 礫混粗砂質シル ト
2 25Y4/3オ リーブ褐 礫混粗～中砂質シル ト
3 5Y4/1灰 粗砂質シル ト
4 5Y5/1灰  中～細砂質シル ト
5 75Y4/1灰  中砂質シル ト ブロック混

75Y7/1灰 白 中砂混じる

第 2調査区 南壁断面

10YR4/6褐  中砂混じる
5YR4/1灰  中砂質シル ト
2.5YR明 黄褐 礫混中～細砂質シル ト
75Y4/1灰  中砂質ンル ト
75Y4/1灰 礫混中砂質シル ト
5Y4/1灰 礫混中～細砂質シル ト
25Y4/1黄灰 礫混中～細砂質シル ト

６

　

７

８

９

１０

「

40 0m

１

２

３

４

凹     _

_ノ

25Y3/1黒褐 礫混中・粗砂質シル ト
25Y4/8オ リーブ褐 礫混粗砂質シル ト
75Y4/1灰  中～細砂質シル ト
2 5GY5/1オ リーブ灰 極細砂

第 13図 有池遺跡 2011-1次 断面図
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第 14図 交野郡衛跡 2011-5次 位置図

23 0m

第 15図 交野郡行跡 2011-5次 平面図

24 0m 東壁断面図

23 0m
‐
キ

‐
キ

‐
＼

25Y4/4オ リーブ褐 粗～中砂質ンルト【現代耕作土】
10YR5/6黄褐 中砂シルト
2 5GY4/1暗 オリーブ灰 シルトブロック (拳大)

混じる 【現代耕作土】
5GY4/1暗 オリーブ灰 中砂質シルト (ブロック土)

拳大以上の石、レンガ等現代遺物混 【現代盛土】

第 16図 交野郡衛跡 2011-5次

[_________―――‐」
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断面図



4.試 掘 2011-1 概要

(1)歴史的環境 と調査に至 る経緯

交野市私部に位置し、府道久御山・交野線沿いに宅地化が進んでいるなかで、かろうじて農地が残

されている一帯であつた。同地の南に所在する交野小学校内には、交野市域の古道の一つである私部街道

が東西に走っていた。同地周辺では、交野小学校の建設や宅地化が進むなどしていたが、遺構 。遺物は確認

されず、長らく周知の埋蔵文化財包蔵地とされることはなかった。その一方で、東に近接する上私部遺跡で、

第二京阪道路建設に伴う発掘調査により、古墳時代の拠点的な集落遺跡もしくは豪族居館と評価される遺構・

遺物が確認されるなど、周辺で新規の遺構・遺物の発見が相次いでいた。

今回は、同地で比較的規模の大きい宅地造成を実施することとなった。このため、遺構・遺物の破壊が生

じる可能性の有無を確認するため、L型擁壁の設置部分などを中心に試掘調査を実施した。

(2)調 査 成果 の概 要

旧耕作土層下で次のような遺構と遺物を検出した。

中世以降の遺構と遺物 旧耕作土層の下面で、畦畔や溝などの遺構を検出した。これらの溝や畦畔は、現

在の畦畔水路などと同様におおむね正方位にそっている。これらの遺構には、瓦器椀などの中世遺物から一

部陶磁器片がともなっており、これらの遺構が中世以降に形成されていったものとみられる。

吉代の遺構と遺物 中世遺構の耕作関連の遺構に切られる遺構として、柱穴である可能性があるピット群

や、滞、焼上を含む土坑などが確認された。これらの遺構には黒色土器や上師器のほか、古代の須恵器など

が伴っており、おおむね古代を中心とした時期のものであるとみられる。この古代の遺構には、中世以降の

ような耕作関連の遺構ははっきりとは認められない。むしろ、ピット群の存在から掘立柱建物の存在もうか

がえることや、中世以降に比べて土器の出土量が多いことなどからは、集落域である可能性が高いものとみ

られる。なお、古代の遺構には、茄子作遺跡例と類似する格子叩き目のある須恵器甕片など古墳時代の遺物

もわずかながら認められた。近隣に古墳時代の遺構が存在することを示すものかもしれない。

以上のように、古墳時代には不明瞭ながら、古代に集落域を形成している可能性が高く、中世以降になる

と耕作地化していることを確認した。これ以降は現代にいたるまで、耕作地として利用され続けてきたもの

とみられる。こうした遺跡の変遷は、近隣に位置する上私部遺跡などの状況と照らし合わせながらその意義

を考えていかなければならない。また、今回の試掘調査の成果によリー定量の遺構・遺物群が確認されたこ

とを受けて、今後、調査地周辺を、埋蔵文化財の包蔵地として周知していく必要が生じている。
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第 2調査区 南F_r断 面

１

２

３

４

10Y3/1オ リーブ黒 粗砂～中砂質シル ト
25Y5/4黄褐 粗砂質シル ト
10YR5/6黄 褐 粗砂～中砂質シル ト
5Y5/3灰 オリーブ 中砂質シル ト

第 1調査区 東壁断面

第 17図 試掘 2011-1次

脚
百

上 _ユ
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必

十 一
碧 生 _主

「

_

1 10Y3/1オ リーブ黒 祖砂～中砂質シル ト
2 25Y5/4黄 褐 粗砂質シル ト
3 10YR5/6黄褐 粗砂～中砂質シル ト
4 5Y5/3灰 オリーブ 中秒質シル ト
5 25Y4/6オ リーブ褐 中～細砂質シル ト

第 18図  試掘 2011-1次 断面図

，
　

一電

第 19図  試掘 2011-1次 平面図
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5. 私部城跡 2011-1次調査の概要

(1)歴史的環境 と調査 に至 る経緯

私部城跡は、交野市域の中ほどに東西にのびる中位段丘上に位置する。ここには、東西に並ぶ二つ

の郭とその間にめぐる堀が残されてお り、その周囲にも土塁とみられる高まりが点在 している。交野

を本拠 とした安見氏の居城 として文献史上に登場する「交野城」とされ、大阪府内でもつとも良好に

残された中世の平城の一つである。「天守」、「城」など城に関わる地名も残され、現在の町名にもと

づき「私部城」と呼ばれ、市民に親 しまれている。また、私部城跡周辺の調査では弥生時代の遺物や、

溝の可能性がある包含層などが確認され、私部城遺跡 と呼ばれている。

本調査地は私部城の東西に並ぶ二つの郭のうち、西の第二郭の西端から堀に位置する。ここを農地

転用し、宅地として造成 されることになつた。当初の届出によれば、遺構破壊が及ぶのは下水管設置

部、第二郭の西側堀部に設置する擁壁の基礎部分に限られるとのことであり、部分的な発掘調査また

は立会をする予定であつた。だが、届出の後に、市文化財係への連絡なしに、第二郭西端を切 り崩 し

て L型擁壁を設置する計画変更がなされ、一部未発掘のまま着工された。これを市文化財係員が発見

し、施工業者 と協議の上、急きょ、重機提供を受けて記録保存 目的の発掘調査を実施することになつた。

(2)調査成果 の概要

第二郭西端部に調査区を設定し、郭の構築状況を確認するとともに、郭の西端上面を精査した。こ

の結果、郭上面 と第 3調査区断面 (図 22)にて、郭を構成する上の堆積状況が大きく切 り替わる部

分を確認 した (図版 1)。 第 20図に示 した切 り替わリラインより南では、旧地表土とみられる土壌化

層の下に、黄褐色でしま りのよい砂質シル ト層が堆積 していた。 この層の特徴は、私部城跡 2011-

2次・ 7次調査で確認 された弥生時代遺構の基盤である地山層 と類似する。これ らのサ点から、第二郭

のうち、切 り替わリラインより南側は、自然の高台を利用して構築 されたとみられる。

それに対して、切 り替わリラインより北側では、南側の安定した堆積状況とは大きく異なり、ブロ

ック上などからなる土層が細かい単位で切 り替わりながら堆積 していた。これは盛土を行つた痕跡 と

考えられる。これと類似する層は、今回の調査地点より北側の地点でも確認されてお り、第二郭の北

半は盛上により構築されたとみられる。なお、この盛土とみられる層中からは、中世のものとみられ

る瓦片が 1点出上し、第二郭が現在の形に構築された時期を考える手がかりもわずかながら増加 した。

また、今回は図化 しえなかつたが、郭上面の調査では、ピット・土坑などの遺構も確認された。以上

のように私部城の第二郭の構築方法やその過程を検討する材料が今回の調査によつて得られた。
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第 3調査区

層の切 り替わ リライン

第 20図 私部城跡 2011-1次 平面図

第 3調査区 北壁断面図

第 2調査区 東壁断面図 第 2調査区 東壁断面図

25Y3/2黒掲 礫・石混粗砂 【表土】
25Y5/4黄 褐 礫混中砂質シル ト
10YR6/6明 黄褐 礫混中粗砂質シル ト
10YR5/6黄 褐 礫混中粗砂質シル ト
10YR7/6に ぶい黄橙 中砂～細砂混シル ト
10YR7/6明 黄褐 有機質混中砂
10YR7/6明 黄褐 有機質混中砂
25Y7/2灰 黄 シル ト混細～中砂

2.5Y7/4浅黄 シル ト混中砂
7.5Y6/8橙 極粗～粗砂

第 21図  私部城跡 2011-1次 断面図 (1)

第 3調査区 東壁断面図

10YR5/8黄 褐 中砂質シルト【盛土】
10YR5/4に ぶい黄褐 糧砂質シルト【溝?埋土】
5Y7/2灰 白 シル トブロックを含む
10YR5/6黄 褐 礫混中砂質シルト【盛土 ?】

10YR6/6明 黄褐 礫混粗砂質シルト【盛土 ?】

10YR5/6黄 褐 礫混中～細砂質シルト【地山?】

10YR5/6黄 掲 礫混粗砂質シルト【地山?】

囲
　郷

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

l N3/暗灰 石混粗～中砂 【表土】
2 2.5Y4/3オ リーブ褐 極細砂～シルト【盛土】
3 10YR4/4褐 礫・石混中砂質シルト【盛土】
4 10YR5/4に ぶい黄褐 礫混粗砂質シルト【盛土】
5 10YR6/6明 黄褐 中砂質シルト【盛土】
6 5Y7/2灰 白 シル トブロックを含む

10YR5/6黄 褐 礫混中砂質シルト【盛土】

７

８

９

　

１０

１１

１２

第 22図 私部城跡 2011-1次
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6. 私部城跡 20H-2次 ・ 7次調査の概要

(1)歴史的環境 と調査に至る経緯

私部城跡の東西に並ぶ二つの郭のうち、中央に位置する本郭の南西部にあたる。宅地造成を伴う個

人住宅建設の計画が立てられたため、私部城跡 2011-2次調査として確認調査を実施した。この結果、

遺構破壊が生じることが確認されたため、私部城跡 20H-7次調査として本発掘調査を実施した。

(2)調査成果の概要

平成 23年 10月 18日 から同 12月 16日 まで調査を行い、主に弥生時代と中世に関する成果を得た。

弥生時代 私部城跡の下層では、弥生時代の遺跡が存在することが知られてきたが、今回の調査で

初めて竪穴式住居 2棟を検出した。特に竪穴式住居 1は、精円形の炉跡の周辺にピットが位置するこ

とから、伝来当初の弥生文化に認められる松菊里型住居 とのつながりがうかがえた。このような住居

の例は、交野市内では私部南遺跡に続き 2例 日で、交野市域への弥生文化の到来と定着の過程を知る

上で重要な成果が得 られた。住居内では、弥生時代中期頃とみられる土器のほか、磨製石斧・砥石・

敲石・打製石鏃・サヌカイ ト剥片などの生産 。生活の道具も検出され、私部城よりもはるか昔に営ま

れた弥生時代の暮 らしの一端が明らかになつた。

中世 弥生時代遺構の検出面とその直上では、瓦器椀などの中世遺物を含む浅いピット・溝なども

検出された。これはいまだに謎の多い私部城本郭の利用状況と、築城の年代を知る手がかりとなる。

また、2棟の弥生時代竪穴式住居の上部が削平され、その直上に中世遺物を含む層が堆積することや、

竪穴式住居 1の西側 3分の 1程度が郭の斜面によつて切 られていることなどからは、私部城築城にあ

たつて、弥生時代以来の高台が整地された可能性も考えられる。

10YR4/4褐  礫混中～細砂質シルト混 【弥生竪穴住居埋土】
2 5GY4/1暗オリーブ灰 シルトブロック (拳大)混
25Y4/4オ ツーブ褐 中～細砂質シルト【ピット埋土】
7 5YR5/6明 褐 粗～中砂質シルト【地山層】
10YR5/6黄 褐 粗～中砂質シルト
(ゅ ～23mmの 白色粒3%含む)【地山層】

第 23図 私都城跡 2011-2次 断面図

「

２

　

３

４

５

東壁断面図

75Y2/1黒  礫～石混粗砂シルト【表土】

北壁断面図
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7. 交野郡衝跡 20H-8次 調査の概要

(1)歴史的環境 と調査 に至 る経緯

交野市の周知の埋蔵文化財包蔵地である交野郡衛跡の中でも、飛鳥時代後半から中世までの瓦が出

土し、交野市域で最古の古代寺院とみ られる長宝寺跡の西に位置する。近年まで、農地として利用さ

れ、その合間には農業用の水路や池などが多く認められる。今回、この農地を転用し、宅地として造

成することとなった。このため発掘調査を実施 し、造成による遺構・遺物への影響の有無を確認 した。

(2)調査成果の概要

第 1～第 3調査区にて、旧耕作土層下の上壌化層中から、

須恵器・土師器片・瓦片を検出した。 これ らの遺物は小片

であり年代の詳細は不明だが、おおむね奈良時代から古墳

時代の間におさまるとみられる。調査地北半を中心に、広

範囲に調査を行えば、遺構も確認 される可能性が高い。遺

物を多く含む層は、造成による影響を受けない深 さに位置

することが判明したため、本発掘調査は実施 しなかった。  第

籍 鶴

第 26図 交野郡衛跡 2011-8次 平面図



第2調査区 北壁断面図

硼

1 2.5Y3/1黒褐 粘質土 I耕作土】
2 10YR4/6褐 礫混粘質土 (10YR5/3にぶい黄褐混)

3 10YR5/8黄褐 粘質上 (10YR6/3にがい黄桂混)

4 25Y5/2暗灰黄 粘質土 (7 5YR3/3暗 褐混)

5 7 5YR3/3暗褐 粘質土
6 10YR3/3暗褐 粘質土
7 10YR3/4暗褐 粘質土
8 7 5YR3/4暗褐 粘質上 (7.5YR2/3極 暗褐混)

第 1調査区 東壁断面図

1 2.5Y3/1黒褐 粘質土 【耕作土】
2 25Y4/4褐 オリーブ褐 粘質土 (2 5GY4/1暗 オリーブ灰混)

3 25Y5/2暗 灰黄 ゅ2 c�礫混粘質土
4 25Y4/2暗 灰黄 礫混粘質土 (土器片混入)

5 10YR4/2灰黄褐 粘質土

第 3調査区 北壁断面図

25Y4/1暗 オリーブ灰 細砂質シル ト
5Y5/4～ 5Y5/6オ リーブ シル トブロック・礫混シル ト
25Y5/4黄 褐 褐鉄鉱 ?・ 礫混中砂質シル ト

第 4調査区 北壁断面図

1 2 5GY4/1暗 オリーブ灰 中～細砂質シル ト
2 5Y5/3灰 オリーブ 中砂質シル ト
3 5Y8た淡黄 シァレト

23 9m

25Y4/1暗 オリーブ灰 中～細砂質シル ト
5Y4/3暗オリーブ 中～細砂質シル ト

第 2調査区 東壁断面図
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第 1調査区 北壁断面図
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第 3調査区 東壁断面図
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第 4調査区 東壁断面図

第 5調査区 東壁断面図

第 27図 交野郡衡跡 2011-8次 断面図
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第 5調査区 北壁断面図
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図版 1 私部城跡 20H-1次  第 3調査区付近 層の切り替わり部

図版 2 私部城跡 20H-7次  竪六式住居 1



図版 3 私部城跡 20H-7次 竪穴式住居 1 磨製石斧 検出状況

図版 4 私部城跡 20H-7次 竪穴式住居 1 弥生土器甕 検出状況
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